
6月の定例作業日は 6/30､ 

今年の梅雨は、「いかにも梅雨

らしい空模様」が続いていま

す。梅雨前線の南北への微妙

な動きで、天気予報はあてに

なりません。  

当日朝も現地に向かう途

中、8時半ころから 9時ころ

まで雨がパラつきだしまし

た。幸い作業開始までに雨は

やみましたが、風は弱く、薄

日が差すとムシムシ…と。  

そんな天候の中、参加者は

20名も集まりました。  

林内班の 12 名は、バイオネ

スト付近での整備作業。 

 巡回ゴミ班の 8名は、東西

通り～県道沿い～サッカー場

西の分岐点～湿地、とまわり

ました。 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
       

[6/30 集合写真] 
   

はじめに、林内班の三浦さん

からの報告です。 

『ヌマトラノオの花言葉・

つぶやき、スズメバチのサプ

ライズな活動日。 

本格的な梅雨空が続く僅か

な合間のこの日、気温は高く

ないが湿度が滅茶高くまとわ

りつくような蒸し暑さの活動

日となった。 

以前から話題となっていた

湿地帯の「ヌマトラノオ」の

花の様子を見ていくことにし

た。桜木神社通りのフエンス

越しに見たが特徴的な白い花

が全く確認出来ない？？？眼

をこらしても一帯は茅ばかり

が目立って肝心のものが見え

ない。自転車を降り湿地帯の

中央部に行ってみた。初めは

茅の伸長した葉ばかりが目立

って判らない。しゃがんでじ

っくり観察してようやく一本

の小さな白い花穂の「ヌマト

ラノオ」を発見、やがて目が

慣れると次から次と見つかっ

た。白いテープで囲われた範

囲全てが群生地だった。 

巡回班が事あるごとに市に

保存の必要性を訴えていた意

味を私もこの時初めて共感で

きたほど清楚だが綺麗だ。ヌ

マトラノオ（沼虎の尾）はサ

クラソウ科の多年草、はな穂

が垂れるオカトラノオと違い

はな穂が真っ直ぐ直立し葉が

細いのが特徴。花言葉は「協

力」「思いがけない」「平静」

とあった。この花言葉がこの

日の活動に大きな偶然をよび

おこすことになるとはこの時

は知るよしもない。一つは活

動後の代表との何気ないやり

とり次回の活動日には巡回

班、林内班合同で湿地帯の整

備をする事になったこと。ヌ

マトラノオの花言葉が「協

力」「思いがけない」がまさに

実ったのだ。何か物語性を感

じさせる。二つ目は集まった

20人は巡回班 8人、林内班 12

人の編成でスタートしたが、

林内班はこの日作業地を急遽

変える事にした。深澤代表の

漏らしたつぶやき「バイオネ

ストのエリアが身の丈の草に

覆われバイオネストが原っぱ

側から全く見えなくなってい

るね」の呟きの一言。意を汲

んで急遽作業地をバイオネス

トのエリアへ変えたのは言う

までも無い。 

現地に着いて見ると形を大

きく崩したバイオネスト、一

帯は膝上ほど伸長した草が茂

り覆われて景色が一変してい

た。早速作業内容と分担を話

し合い総勢 12人一丸となり時

間内には目処を付けるべく頑

張ることを申し合わせし着手

した。 

刈払い機４台、チェンソー

の運転以外はバイオネストの

修復、落下枝や刈った草の投

入など予定通り終えることが

出来た。 

三つ目はスズメバチ。作業

を始めて間もなく原っぱ広場
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側の大きなクヌギの根元近く

で懸命に樹液を吸っている

「スズメバチ」「蝶」「カブト

ムシ」との思いがけない出遭

いがあったことだ。花言葉

「思いがけない」に該当！。

私にとってスズメバチは特に

興味のある昆虫で、生態には

詳しいので特に怖さは感じな

い。でも殆どの人にとって恐

怖の昆虫に違いない。6月の

季節は産卵、巣づくり、子育

てに余念がないので、近寄っ

たり悪さをしない限り危険は

ない。が念の為蜂のいる木の

存在を知らせ注意喚起した。 

休憩を挟んで予定のエリア

の作業は無事終了。無風の中

肌にまとわりつくような蒸し

暑さで多くの汗と疲労を感じ

たのは言うまでも無いが、作

業前と後の景色の大きな変化

には皆一同満足は感を味わっ

たことは明らかだった。』 
              
 
 
 
 
 
 
               

[6/30 林内班集合写真] 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

[6/30 林内作業-1] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/30 林内作業-2] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/30 林内作業-3] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/30 カブトムシ] 
 

次いで、巡回ゴミ班の水島

さんによる報告感想です。 

『どんよりとした曇りの蒸

し暑い日でした。私達はいつ

ものように、東西通り、所沢

狭山街道、サッカー場から湿

地のルートを歩きました。 

8時ごろに降った翆雨（すい

うと読み、青々と茂った草木

の若葉に降る雨のこと,新聞を

読んでこの言葉を知りまし

た）のせいか、路も濡れてお

り滑りやすく慎重に歩を進め

ました。 

でも新緑の薫る中フレッシ

ュな風を感じながら歩くの

は、カルチャーパークならで

はの感じがしてくるもので

す。 

街道に着くまでに靴はびっ

しょり濡れて、登山靴を履い

てきて良かったと思いまし

た。 

すでに汗がびっしょりで、

また今日も着替えのシャツを

持ってくるのを忘れてきたの

が、悔やまれました。 

さて、それから「オオブタ

クサ」の抜き取り作業です。

かなり背が伸びていて、鉄柵

の中は足場も悪く作業は苦戦

しました。でも地面が柔らか

くスポット抜けるのもありか

なり抜けたでしょうか。 

それからサッカー場までの

道をやっと登りあがり疲れま

した。そこで休憩です。 

水を飲んで記念写真を撮っ

て一休み。 

湿地の真ん中に桜の木が青

葉をいっぱいつけて、たくま

しく立っていました。 

用事があり「セイタカアワ

ダチソウ」の除去作業は失礼

して、帰路につきました。 

帰りの道すがら、鶯の鳴き

声が聞こえてきました。 

春先に比べると、かなり上

手くなってきましたがまだ少

しぎこちなく聞こえます。 

７月の末ごろには、もう少

し良い鳴き声が聞けることを

期待しています。』 
              
 
 
 
 
 
 
                  

[6/30 巡回ゴミ班集合写真] 
  

巡回ゴミ班の作業コースの

記号は、イ-ｋ-c-L-l-F-G-O- 

P’-a-a’-k-i-ロ-i-j-L-c-K 

となります。 

県道沿いでは、オオブタク

サの引き抜きに挑戦 。 

湿地では、セイタカアワダ



チソウの引き抜きに挑戦。 

ここではヌマトラノオが開

花していました。  

このところの湿気のせい

か、キノコがいたるところに

はえていましたな～。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/30 県道沿い作業] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/30 湿地のヌマトラノオ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/30 ゴミ集約*] 
＊林内班のゴミを含む 
 

作業終了後、東屋にて昼食

会を行いました。1時間余り

の楽しいひと時でした。参加

者は 10 人。前回に続いて、ミ

ニ野点、抹茶がふるまわれま

した。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/30 昼食会] 
  

 

～～～～～～～～～～～～～ 

6月の第二作業日(6/11)は､ 

梅雨入りしてから初の作業日

でした。いかにも梅雨らしい

空模様でしたが、時折薄日も

さして、雨に降られずに済み

ました。 

参加者 13名。 

この日のラジオ体操は、鈴

木さんのスマホを音源として

おこないました。 
 
 
 
 
 
 
                              

[6/11 集合写真] 
 

林内班 7名(うち 1名はドク

ターストップ中のため写真の

み)は、前回と同じ区域での林

床の整備作業。当日は、三浦

さん・吉野さん不在のため、

村松さんを班長に作業を実施

しました。 

大量のごみに四苦八苦。ゴ

ミの写真はすべて林内班から

のものでした。 
             
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/11 林内班集合写真] 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 

[6/11 ゴミ集約*] 
＊すべて林内班からのゴミです 

 

巡回班 6名は、まずはバイ

オネストの整備をしました。

ここでは、アオダイショウも

見かけました。 

東西通りをサッカー場分岐

点まで進み、ここでシノダケ

を数本切り取り、湿地での作

業に備えました(本数が足り

ず、後刻 本多さんに追加切り

取りをお願いしました)。 

湿地では、ヌマトラノオの

保護エリアをテープで囲い込

む作業を実施(シノダケを支柱

として利用)し、藤田さんが準

備してくれた竹グイの目印も

打ち込みました。またセイタ

カアワダチソウの抜き取りも

行いました。 

新園路を戻る途中では鶯の

鳴き声に癒されました。 

巡回班のコース記号は、イ-

*-L-l-F- a’-k-i-ロ-i-j-L-

c-K となります。 

この日はちょうど自然観察

会の下見が行われており、バ

イオネストの近くでワルナス

ビを見つけた先生から「はび

こらないうちに抜いたほうが

いいですよ」(とげがすごいの

で、厚手の手袋で作業)との助

言をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

[6/11 巡回班集合写真] 
      
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

[6/11 バイオネスト修復作業] 
 
          
 
 
 
 
 
    
 

[6/11 湿地での作業] 
 

6/23 に藤田さんから、「湿地

のヌマトラノオが咲いた」と

のお知らせが、写真付きであ

りました(小茂田さん経由)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[6/23 ヌマトラノオ] 
 

～～～～～～～～～～～～～ 

当日午後は、西尾さん他 4名

で植物探索を実施しました。 

7月の第二作業日：7/14(火)

も、午後に同様の探索を行う予

定です。 

今回は、西尾さんの植物探索

報告を、別途送付します。 
 

～～～～～～～～～～～～～ 

6/13 午前、「カルパーぐるぐ

るネットワーク」主催の自然観

察会がありました応援隊関係者

は 5人ほど参加したようです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新型コロナ等の感染症発生時の対応 

①毎回参加者名簿を作成する 

（三浦さんがつけている出欠簿による）。 

②次の場合その都度、代表へ連絡する。(発信元は伏せて参加者に

知らせる) 

*.症状があり、検査を受けた時。 

*.検査結果と医師・保健所などの指示があったとき。 

③感染者が出た場合、求められれば、参加者名簿を保健所・公園

課に提出します。 

7 月の作業予定 

定例作業日：7 月 28 日（火） 
 

第二作業日：7 月 14 日（火） 

作業時間＿9：30～11：30 

＊作業内容:ゴミ拾い･林内作業 

＊持ち物： 

手袋､タオル､雨具、飲み物､ 

念のため、保険証・お薬手帳など 
 

荒天など天候不順の場合は、事前

に中止連絡しますが、微妙な場合現

地にて判断します。 
 
 

7/28 は作業終了後現地

にて昼食会を開催します 

参加自由・参加者は弁当持参 
 

7/14 は、午後に植物探索

を実施します。 

参加自由・参加者は昼食持参 

 

各種感染症注意!! 
インフルエンザ･コロナをは

じめとして、各種感染症が流

行しています。手洗いなどの

感染対策とともに、日常から

の、「バランスのとれた栄養

補給」「適度な運動」「快適な

睡眠」などで、しっかりと体

調管理をしましょう。 

各種感染症注意!! 
インフルエンザ･コロナをは

じめとして、各種感染症が流

行しています。手洗いなどの

感染対策とともに、日常から

の、「バランスのとれた栄養

補給」「適度な運動」「快適な

睡眠」などで、しっかりと体

調管理をしましょう。 

応援隊 7 月以降の予定 

「熱中症警戒アラート」が発令された場合は作業中止します 

8 月は現地作業を中止します。8/10(月)9 時～植物探索会  

8/25(火)または 9/1(火)：懇談会･納涼会（未定） 
9/15(火)､9/29(火)､10/13(火)､10/27(火)､11/12(木)､ 

11/24(火)､12/15(火)､12/22(火)､懇談会･忘年会､ 
1/12(火)､1/26(火)､2/11(木)､2/23(火)､  

3/11(木)､3/30(火)､3 下旬～4 月上旬総会的懇談会 

応援隊 7 月以降の予定 
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3/11(木)､3/30(火)､3 下旬～4 月上旬総会的懇談会 

熱中症注意!! 
広報｢ところざわ｣6月号の 2－
3 面が熱中症対策の特集とな

っています。 
*大量の汗・生あくび・めま

い・立ち眩み・筋肉痛・こむ

ら返り等はすでに熱中症 (軽
症)！⇒対策は、涼しい場所で

休む、体を冷やす、経口補水

液を飲む。＊体を冷やすポイ

ントも書いてあります。中等

症・重症の症状と対策も載っ

ています。参考にしてくださ

い。 

熱中症注意!! 
広報｢ところざわ｣6月号の 2－
3 面が熱中症対策の特集とな

っています。 
*大量の汗・生あくび・めま

い・立ち眩み・筋肉痛・こむ

ら返り等はすでに熱中症 (軽
症)！⇒対策は、涼しい場所で

休む、体を冷やす、経口補水

液を飲む。＊体を冷やすポイ

ントも書いてあります。中等

症・重症の症状と対策も載っ

ています。参考にしてくださ

い。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 

                                                                                                                                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

地点名 イ  現在のデイキャンプ場 
ロ  湿 地 
ハ  現在のサッカー場 
セ  特養、グループホーム 
ス  産 廃 
E  交差点「開発」 

  W’  交差点「牛沼」 
通り名 X-E-X’ 県道東京狭山線 

W”-A-W’  市道 カルチャーパーク通り 

Y-W’-Y’  国道  
園内通り名 
（仮称の 
たたき台です） 

A-B-C-E   桜木神社通り 
D-C  霊園通り 
C-F  サッカー場通り 
B-L-K  中央通り 
L-F-G  東西通り(L-F:フラワー通り) 
G-H  東通り 
K-J-I  農道 
I-H 産廃裏通り 

カルチャーパーク周辺平面図 
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園内の通りの名称は仮称(たたき台)です。 
皆さんからの御意見をお寄せください。 

カルチャーパーク周辺 名称 
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＊この「応援隊」は 

所沢市民大学 18 期「都市の

環境」講座の受講生が呼びかけ

て始められました。 
“所沢カルチャーパーク”

が、「平成 11 年度基本構想」

にのっとった公園として発

展・整備されるように見守り、

応援してゆくことを目指し、

2011 年 10 月より活動をはじ

めました。 
定例作業は毎月最終火曜日 
まずはゴミ拾いと散策から

取り組んできましたが、現在は

「森の再生」をも念頭に置き、

作業内容も広げています。 
どなたでも参加できますの

でお気軽にどうぞ。 
追加の予備作業日について

は、「かわらばん」でお知らせ

します。 
＊お願い 

「かわらばん」の発行は、定

例作業日(毎月最終火曜日)の
翌月 10 日となっています。 
参加された皆様、写真や感想

メモのあるかたは、翌月の５日

までに深澤まで送ってくださ

い。よろしく。 
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